
2.2.1 sF-１断層 （2）地下深部への連続性の検討（1/19）

検討方針

sF-１断層は，敷地周辺の活断層には連続せず，敷地極近傍の範囲に限定的に分布する（2.2.1
章(1)）ことから，敷地及び敷地極近傍において検討する。

敷地及び敷地極近傍の範囲には活動性評価に適用できる上載地層が分布しない（2.2.1章(1)）こ
とから，敷地内において実施した反射法地震探査統合解析及びボーリング調査のデータを用い
て，地下深部への連続性を下記の1)と2)の手順で検討する。

1) 反射法地震探査統合解析及びボーリング調査によるsF-１断層の分布

sF-１断層を直交方向に横切る東西測線の反射法地震探査データを用いた統合解析で得ら
れる深度断面図及びボーリング調査データから，深度断面図（解釈図）を作成し，sF-１断層の
分布を確認する。

（本編資料P.2-31～P.2-42，補足説明資料P.2-68，2-69参照）

2) 鍵層AT-22に基づくsF-１断層の深度方向の分布の評価

sF-１断層の下方延長部の大間層において，ボーリング調査で連続性を確認している鍵層の
うち，最も深部に位置する鍵層AT-22（酸性凝灰岩）の変位の有無から，sF-１断層の地下深部
への連続性を評価する。

（本編資料P.2-43～P.2-47，補足説明資料P.2-41～P.2-67参照）
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反射法地震探査 EW測線(2013年)

ベイケーブル B102測線(1998年)

断面線沿いボーリング
（矢印は斜めボーリング）

統合解析断面線 (数字：CDP)

断 面 図 位 置
（本編資料P.2-33，2-34参照）

凡 例

X X’

で示す箇所は，商業機密あるいは防護上の観点

から公開不可としているもので，白抜きとしてあります。
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1) 反射法地震探査統合解析及びボーリング調査によるsF-１断層の分布（1/12）：
測線及びボーリング調査位置

• sF-１断層の地下深部への連続性の検討のため，sF-１断
層を直交方向に横切る東西測線（EW測線，B102測線）の反
射法地震探査データを用いて統合解析を行う。

• 反射面の地質解釈には，測線沿いの10孔のボーリング
データを使用する。

• 統合解析で得られた深度断面図及び測線近傍のボーリン
グデータを用いて深度断面図（解釈図）（本編資料P.2-43参
照）を作成する。

コメントNo.S1-79

注１） 断層の分布はT.P.-14ｍにおける位置。
注２) 測定及び解析仕様等は本編資料P.2-35～P.2-38参照。
注３） 海域のdF断層系の断層については，個別の断層名を区別せずに扱うが，識別する必要がある場合を踏まえ，断層名をdF-m1

及びdF-m2断層として記載する。



dF 断 層 系
（破線は伏在部，点線は端部が

あると考えられる区間）

cf 断 層 系
（点線は端部があると考えらえる区間）

sF 断 層 系
（破線は大畑層による伏在部）

dF断層系

大畑層

易国間層下部層

易国間層上部層

Y

Y’

X X’

cf断層系

cf断層系

第862回審査会合
資料１－１ P.1-27 一部修正

海域のdF断層系
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2.2.1 sF-１断層 （2）地下深部への連続性の検討（3/19）

コメントNo.S1-791) 反射法地震探査統合解析及びボーリング調査によるsF-１断層の分布（2/12）：
sF断層系の分布（地質水平断面図 T.P.-14m）

• 敷地内には複数の断層が認められ，走向・傾斜，変位センス及び性状により，cf断層系，sF断層系及びdF断層系に区分される。

• sF断層系のうちsF-１断層は，変位センスが右横ずれセンスで，N-S～NNW-SSE走向で高角西傾斜で分布する。

• なお，大間層には，ボーリング等による地層対比及び地質構造の把握に有用な鍵層が特徴的に分布する（本編資料P.2-33，2-
34及び補足説明資料P.2-41～P.2-67参照）。

注） dF断層系のうち，海域に分布するものについては，海域のdF断層系として取り扱い，個別の断層名

を区別せずに扱うが，識別する必要がある場合を踏まえ，dF-m1～dF-m4断層として記載する。

sF断層系



dF断層系

デイサイト大間層

易国間層

大畑層

玄武岩

玄武岩

NＳ

ＰＴ-１
ＡＴ-17

凡例

酸性凝灰岩の名称ＡＴ-17

ＰＴ-１ 軽石凝灰岩の名称

ＡＴ-25
ＡＴ-25

Iℓ-st

第893回審査会合
資料１－１ P.2-11 一部修正

• 大間層及び玄武岩上面は，平均約７°の南傾斜を成し，鍵層AT-22（酸性凝灰岩）は大間層中に広く連続的に分布する。

• 大間層中の酸性凝灰岩は大半が層厚１ｍ未満であるが，鍵層AT-22は層厚が約４ｍ～約７ｍで厚く，特徴的な軽石凝灰岩等の
PT-２とPT-３（補足説明資料P.2-48～P.2-52参照）との間に分布することから，層序的にも他の酸性凝灰岩とは明瞭に区別できる。

注） 断面位置は本編資料
P.2-31，2-32参照。

ＡＴ-22
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1) 反射法地震探査統合解析及びボーリング調査によるsF-１断層の分布（3/12）：
大間層中の鍵層AT-22の分布（南北方向X-X’断面）
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N-５ N-１ N-３

X X’

ＰＴ-３



cf-1 cf 断 層 系

cf断層系

大間層

易国間層

ＥＷ

玄武岩

第893回審査会合
資料１－２ P.2-25 一部修正

ＰＴ-３

ＰＴ-２

ＡＴ-22

ＡＴ-25

ＡＴ-17

ＰＴ-１
ＡＴ-16

ＡＴ-８

• 大間層中の酸性凝灰岩は大半が層厚１ｍ未満であるが，鍵層AT-22は層厚が約４ｍ～約７ｍで厚く，特徴的な軽石凝灰岩等のPT-２とPT-３（補
足説明資料P.2-48～P.2-52参照）との間に分布することから，層序的にも他の酸性凝灰岩とは明瞭に区別できる。

• 鍵層AT-22は，陸域と海域のボーリングで広く連続的に分布することが確認され，東西方向にはおおむね水平に分布し，西側の海域へ連続する。
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2.2.1 sF-１断層 （2）地下深部への連続性の検討（5/19）
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注１） 断面位置は本編資料P.2-
31，2-32参照。

注２） sF-１断層は断面西端より
もさらに西側に分布する。

N-１

N-２N-４

凡例

ＡＴ-17

ＰＴ-１ 軽石凝灰岩の名称

酸性凝灰岩の名称

Y Y’

1) 反射法地震探査統合解析及びボーリング調査によるsF-１断層の分布（4/12）：大間層中の鍵層AT-22
の分布（東西方向Y-Y’断面）



1) 反射法地震探査統合解析及びボーリング調査によるsF-１断層の分布（5/12）：
反射法地震探査 データ取得仕様

データ取得仕様一覧

調査項目/測定諸元 ベイケーブルB102測線(1998年) 反射法EW測線(2013年)

発震種別 エアガン発震 P波発震

測線長 1.26km 1.845km

発震系パラメータ

震源 エアガン 大型バイブレータ

エアガン容量/バイブレータ台数 80 cu.in. 2台

標準発震点間隔(発震位置) 10m 10m

スイープ長 - 20 sec

標準発震回数/発震点 1回 5回

スイープ周波数 - 8-70Hz*

エアガン深度 1.5m -

バイブレータアレイ長 - 8m(B-B)

総発震点数 115点 168点

受振系パラメータ

受振点間隔 10m 5m

受振器種別 OBC(ハイドロフォン) 3成分受振器(MEMS型加速度計)

受振器数/受振点 1組 1組

展開パターン 移動展開 固定展開

展開長 1.08km 1.845km

受振点数 108点 370点

記録系パラメータ

サンプルレート 1msec 2msec

チャンネル数 60(移動) 370(固定)

相互相関 - CAS

記録長 4sec 6sec
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＊：大型バイブレータの発震スペクトルは8～70Hzの帯域でフラットである。
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1) 反射法地震探査統合解析及びボーリング調査によるsF-１断層の分布（6/12）：
反射法地震探査統合解析 解析仕様(2018年)

データ処理パラメータ一覧表(1) データ処理パラメータ一覧表(2)

処理項目 パラメータ項目 パラメータ 処理項目 パラメータ項目 パラメータ

1 フォーマット変換 SEGYﾌｫｰﾏｯﾄからSUPERXﾌｫｰﾏｯﾄﾍ変換 10 CMPデータ編集 ビンサイズ 2.5 m 

2 測線情報セット CMP制限 none 
3 最小位相変換 ターゲット バイブレータデータ 11 速度解析 手法 定速度重合法
4 屈折初動解析 解析間隔 50 m
5 静補正 手法 屈折法解析 12 NMO補正 ストレッチファクター 2.1(EW4),1.8(B102A)

インバージョン タイムターム法 13 ミュート 手法 マニュアル
発震点における表層速度 800 m/sec 解析間隔 Variable
受振点における表層速度 800 m/sec 14 残差静補正 最大タイムシフト量 6, 4 msec
表層基底層速度 2500 m/sec タイムゲート 100-600 msec
標高補正速度 表層基底層速度 プレフィルター 15/20 - 65/70 Hz 

6 トレース間内挿 スタートCMP No. 200(EW4),350(B102A)
※B102A測線のみ 15 トレースバランシング 手法 AGC

7 ノイズ抑制(線形ノイズ抑制) 処理領域 共通発震点領域 AGCゲート長 100 msec
オペレータモード reject 16 リサンプル サンプリング間隔 1msec -> 2msec
オペレータ長 11 traces ※B102A測線のみ
速度範囲 -3000 ～ 3000 m/sec 17 東西測線とB102A測線の結合
ターゲット周波数 0/2 ～ 60/65 Hz 18 重合前時間マイグレーション 手法 共通発震点領域におけるｷﾙﾋﾎｯﾌ時間
前処理 静補正処理、NMO補正、AGC適用 ﾏｲｸﾞﾚｰｼｮﾝ
AGCゲート長 300 msec 速度解析間隔 50 m

8 振幅補償 手法 AGC 19 CMP重合 手法 CMP重合
AGCゲート長 600 msec 20 バンドパスフィルター オペレータ長 960 msec
ｹﾞｰﾄｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ速度 2500 m/sec 通過帯域 25/30 - 50/60 Hz

9 デコンボリューション 手法 スパイキングデコンボリューション 21 周波数-空間予測フィルター オペレータ長 7 CMPs
モード Non Time Variant ゲート長 49 CMPs
ゲートスタートタイム 200 msec(EW4),0 msec(B102A) 時間ゲート長 500 msec
ゲート長 3000 msec(EW4),1000 msec(B102A) オペレータタイプ Two-Side
オーバーラップ長 - 時間ｹﾞｰﾄｵｰﾊﾞｰﾗｯﾌﾟ長 375 msec
オペレータ長 300 msec(EW4),100 msec(B102A) 22 深度変換 基準面 平均海水面

予測距離 2 msec(EW4),1 msec(B102A)
ｹﾞｰﾄｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ速度 2500 m/sec(EW4),1500 m/sec(B102A)
ホワイトノイズ 0.50%
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1) 反射法地震探査統合解析及びボーリング調査によるsF-１断層の分布（7/12）：
反射法地震探査統合解析 重合数分布

測線接合点

重合数分布図

反射深度断面図

深
度

（
ｍ

）
重

合
数

２-37
第856回審査会合

資料１－２ P.2-61 再掲2.2.1 sF-１断層 （2）地下深部への連続性の検討（8/19）

コメントNo.S1-79



• 今回の統合解析では，傾斜している地層境
界の反射面を正確に把握するため，重合前
時間マイグレーションを行った。

• 速度解析については，従来100ｍ毎に行っ
ていたが，今回は50ｍ毎に精密に行った。

1) 反射法地震探査統合解析及びボーリング調査によるsF-１断層の分布（8/12）：
反射法地震探査 統合解析フロー

測量
座標・標高

データ

震探
フィールド

データ

発震点・受振点位置図

反射点位置図，重合測線図

データ編集，品質チェック

CDPデータ編集

プレフィルタ，ゲイン･リカバリ，デコンボリューション

静補正

CDP重合

フィルター

NMO補正

屈折初動解析，静補正値算出

速度解析

重合前時間マイグレーション

深度変換

フィルター

EW測線とB102測線との結合

PSTM速度解析*

＊：重合前時間マイグレーション(PSTM)のための速度解析。
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マイグレーション時間断面図

深度断面図

速度断面図

重合断面図



測線接合点

1) 反射法地震探査統合解析及びボーリング調査によるsF-１断層の分布（9/12）：
反射法地震探査統合解析 マイグレーション時間断面図

マイグレーション時間断面図 (白黒表示)

赤：正の振幅，青：負の振幅 マイグレーション時間断面図 （カラー表示）

測線接合点

往
復

走
時

（s
）

往
復

走
時

（s
）
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測線接合点

深度断面図 (白黒表示 解釈線なし)

赤：正の振幅，青：負の振幅 深度断面図 (カラー表示 解釈線なし)

測線接合点

深
度

（
ｍ

）
深

度
（
ｍ

）

• 時間断面図（本編資料P.2-39参照）を基に，PSTM速度解析（本編資料P.2-38参照）を行い深度変換した。
• 基本的な反射面のパターンは，時間断面図と同じである。
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1) 反射法地震探査統合解析及びボーリング調査によるsF-１断層の分布（10/12）：
反射法地震探査統合解析 深度断面図
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IT-66-c
S-301S-624 IT-66-a SB-044 N-1 F-14

IT-66-e

F-10

深
度

（
ｍ

）

IT-66-b

測線接合点

赤：正の振幅，
青：負の振幅

深度断面図 (白黒解釈図，ボーリング柱状図表示)

深度断面図 (カラー解釈図)
深度断面図凡例

sF-１断層

玄武岩上面

大間層上面

鍵層AT-22

sF-２-１断層

dF-m1断層
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拡大深度断面図の範囲（本編資料P.2-43参照）

＊： IT-66-e孔の深度は，深度断面図上の深度で
表現したもの。

• 深度断面図で判読される反射面の鉛直変位やボーリング調査結果に基づいて解釈図を作成し，sF-１断層の位置，分布深度等を検討した。

• 深度100ｍ～140ｍ付近及び300ｍ～400ｍ付近にある明瞭な強い反射面は，ボーリング調査からそれぞれ大間層上面及び玄武岩上面※１と判断される。

• sF-１断層は，CDP450付近の大間層上面で約40ｍ（西側落下）の鉛直変位を示す高角傾斜の断層として判読され，IT-66-e孔の深度150ｍ付近＊でsF-１断層を確認した。約
150m以深の下方延長部の反射面に明瞭なずれは認められない。なお，玄武岩上面の反射面にも明瞭なずれは認められない※２。

• 大間層上面に認められる鉛直変位は玄武岩上面には認められず深部では鉛直変位はなくなると考えられるが，反射面の鉛直方向の分解能は10ｍ～20ｍ程度と推定される
ことから（本編資料P.2-42参照），より詳細に鉛直変位の有無を評価するため，ボーリング調査で連続性を確認している大間層中の鍵層のうち最も深部に位置する鍵層AT-22
の分布を確認した（本編資料P.2-43～P.2-47参照）。

※１： 玄武岩の分布・性状は補足説明資料P.2-68，
2-69参照。

※２： 南北断面での玄武岩上面の傾斜（約７°南傾
斜，本編資料P.2-33参照）から，深度断面図で
は玄武岩上面は手前に約７°傾斜すると考え
られる。sF-１断層で右横ずれ変位した場合に
生じるような西側落下の段差は認められない。

測線接合点

深
度

（
ｍ

）

1) 反射法地震探査統合解析及びボーリング調査によるsF-１断層の分布（11/12）：深度断面図(解釈図)

コメントNo.S1-79

注１） 深度断面図上で解釈される地質境界と地質柱状図の地質境界とのズレは，投影等の影響によるものである。

注２） CDP470～600付近の大間層上面の形状は，ボーリングの投影距離，反射面形状等を考慮して一部修正した。

注３） 海域のdF断層系の断層については，個別の断層名を区別せずに扱うが，識別する必要がある場合を踏まえ，
断層名をdF-m1断層として記載する。

易国間層
上部層

易国間層
下部層

大間層

デイサイト

大畑層

玄武岩

柱状図凡例

大間層鍵層AT-22



玄武岩上面＊３

sF-１断層＊３

測線接合点

瞬間周波数断面図

深
度

（
ｍ

）

• 反射法地震探査統合解析の鉛直方向の解析精度として，反射面の分解能（R）は，Rayleigh基準によりR＝Vp/4fで求まる（Vp：P波速度，f：周波数）。

• 瞬間周波数断面図により，sF-１断層（CDP450）付近の深度150ｍ以深の卓越周波数はおおむね30Hz～40Hz*１であり，当該領域のP波速度（Vp）
は1.77km/sec～2.06km/sec*２である。

• したがって，鉛直方向の分解能は10ｍ～20ｍ程度と推定される。

*1：当該領域の受振信号の卓越周波数が30Hz～40Hzであることは，その区間の周波数スペクトル解析でも確認（補足説明資料P.2-70参照）。

*２：深度150ｍ以深に分布する大間層のPS検層によるP波速度（Vp）（発電用原子炉設置変更許可申請書(平成26年12月)，P.6-3-598，第3.5-36図(2) ）。

*３：sF-１断層及び玄武岩上面の分布形状は，本編資料P.2-41に示す判読結果によるもの。

２-42
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資料１－２ P.2-67 一部修正2.2.1 sF-１断層 （2）地下深部への連続性の検討（13/19）

1) 反射法地震探査統合解析及びボーリング調査によるsF-１断層の分布（12/12）：
（参考）反射法地震探査統合解析の解析精度

コメントNo.S1-79



IT-66-c
S-301S-624 IT-66-aSB-044 N-1 F-14

IT-66-e

F-10
IT-66-b

測線接合点
深

度
（
ｍ

）

２-43
2.2.1 sF-１断層 （2）地下深部への連続性の検討（14/19） コメントNo.S1-79

深度断面図凡例

sF-１断層

玄武岩上面

大間層上面

鍵層AT-22

sF-２-１断層

dF-m1断層

＊： IT-66-e孔の深度は，深度断面図上の深度で表現したもの。

このdF-m1断層は，sF-１断層
とは分布，変位センス及び傾
斜方向が異なり，dF断層系と
して分類されることから，本章
のsF-１断層の検討の対象外
とする 。

2) 鍵層AT-22に基づくsF-１断層の深度方向の分布の評価（1/5）：sF-１断層及び鍵層AT-22の分布

注１） 深度断面図上で解釈される地質境界と地質柱状図の地質境界とのズレは，投影等の影響によるものである。
注２） CDP470～600付近の大間層上面の形状は，ボーリングの投影距離，反射面形状等を考慮して一部修正した。
注３） 海域のdF断層系の断層については，個別の断層名を区別せずに扱うが，識別する必要がある場合を踏まえ，断層名をdF-m1断層として記載する。

拡大深度断面図 (白黒解釈図，ボーリング柱状図表示)

易国間層
上部層

易国間層
下部層

大間層

デイサイト

大畑層

玄武岩

柱状図凡例

大間層鍵層AT-22

• sF-１断層の下方延長部の大間層において，ボーリング調査で連続性を確認している鍵層のうち最も深部に位置する鍵層AT-22（酸性凝灰岩）を，IT-66-e孔の深度約
290ｍ＊で確認した。鍵層AT-22は，sF-１断層の下方延長部を挟んで，西側のIT-66-e孔，東側の４孔（SB-044孔，N-１孔，F-10孔及びF-14孔）で確認され，深度約290ｍ
～約300ｍでほぼ水平に分布する。

• 鍵層AT-22は，酸性凝灰岩とシルト岩との数mm～数cm間隔の細互層から成る岩相を特徴とする（本編資料P.2-44～P.2-46参照）。大間層中の酸性凝灰岩のほとんど
は層厚が１ｍ程度またはそれ未満であるのに対し，鍵層AT-22は約４ｍ～約７ｍと厚いことから，他の酸性凝灰岩とは明瞭に区別できる（本編資料P.2-33，2-34参照）。

• さらに，鍵層AT-22は上・下位にある軽石凝灰岩等のPT-２，３との層序的な組み合わせが明瞭である（本編資料P.2-33，2-34，2-44参照）。

• 以上の岩相・層厚の特徴及び層序的組み合わせを踏まえ，鍵層AT-22は，他の酸性凝灰岩とは明瞭に区別され，陸域と海域のボーリングで広く分布・連続する（本編
資料P.2-34参照）ことから，変位基準として使用可能である。



２-44
2.2.1 sF-１断層 （2）地下深部への連続性の検討（15/19）

2) 鍵層AT-22に基づくsF-１断層の深度方向の分布の評価（2/5）：
N-1孔における大間層中の鍵層AT-22（酸性凝灰岩）及びPT-２，３（軽石凝灰岩等）の分布

296.48m

PT-２

303.45m

AT-22

311.95m

318.14m

AT-22

326.48m

346.76m

PT-３

PT-３

N-1孔コア写真（295ｍ～348ｍ）

酸性凝灰岩

シルト岩

シルト岩

酸性凝灰岩

軽石凝灰岩

シルト岩

シルト岩

軽石凝灰岩

酸性凝灰岩

酸性凝灰岩

酸性凝灰岩

軽石凝灰岩

軽石凝灰岩

シルト岩

軽石凝灰岩

シルト岩 酸性凝灰岩

軽石凝灰岩

シルト岩

酸性凝灰岩

軽石凝灰岩

酸性凝灰岩

シルト岩

注） 深度断面図上の各孔の鍵層AT-22の地質柱状図
は補足説明資料P.2-53～P.2-57，PT-２，３は補足
説明資料P.2-58～P.2-67を参照，全区間の地質柱
状図及びコア写真は，机上配布資料参照。

コメントNo.S1-79

• 炉心ボーリングN-１孔（位置は本編資料P.2-31，2-43参照）の深度約296ｍ～約347ｍ区間には，上位から順にPT-２，鍵層AT-22，PT-３が分布する。
• 鍵層AT-22は，層厚約６ｍで厚く，酸性凝灰岩とシルト岩との数mm～数cm間隔の細互層から成る岩相を特徴とし（本編資料P.2-45，2-46参照），上・下位にある軽石凝灰

岩等のPT-２，３との層序的な組み合わせが明瞭であることから，岩相・層厚の特徴及び層序的組み合わせを踏まえ，他の酸性凝灰岩とは明瞭に区別される鍵層である。

*：シルト岩の偽礫

**

*



SB-044孔 N-１孔

AT-22（酸性凝灰岩）

易国間層
上部層

易国間層
下部層

大間層

デイサイト

大畑層

玄武岩

柱状図凡例

大間層鍵層AT-22

深度断面図
(白黒解釈図，ボーリング柱状図表示)

2.2.1 sF-１断層 （2）地下深部への連続性の検討（16/19） コメントNo.S1-79

２-45

酸性凝灰岩

シルト岩

シルト岩

酸性凝灰岩

シルト岩

シルト岩

注３） 各孔の地質柱状図は補足説明資料P.2-53～P.2-55を参照，全区間の地質柱状図及びコア写真は，机上配布資料参照。

（深度断面図から
約12ｍ手前側に位置する）

292.18m

297.37m

311.95m

318.14m

（深度断面図から
約51ｍ手前側に位置する）

2) 鍵層AT-22に基づくsF-１断層の深度方向の分布の評価（3/5）：鍵層AT-22の性状（1/2）

• 大間層には複数の酸性凝灰岩及び軽石凝灰岩
が挟まれる。このうち鍵層AT-22は酸性凝灰岩とシ
ルト岩との数mm～数cm間隔の細互層から成る岩
相を特徴とする。

• ほとんどの酸性凝灰岩の層厚が１ｍ程度または
それ未満であるのに対し（補足説明資料P.2-43～
P.2-45参照），鍵層AT-22は約４ｍ～約７ｍと厚く，
他の酸性凝灰岩とは明瞭に区別できる鍵層である。

IT-66-e孔

酸性凝灰岩

シルト岩

シルト岩

（深度断面図から
約12ｍ奥側に位置する）

311.19m

305.18m

*

注１） 深度断面図上で解釈される地質境界と地質柱状図の
地質境界とのズレは，投影等の影響によるものである。

注２） 海域のdF断層系の断層については，個別の断層名を区別せずに扱うが，識別する
必要がある場合を踏まえ，断層名をdF-m1断層として記載する。

深度断面図凡例

sF-１断層

玄武岩上面

大間層上面

鍵層AT-22

sF-２-１断層

dF-m1断層

＊深度約308.6ｍ～約308.9ｍにはシルト岩の偽礫が含まれる。この偽礫を含む
酸性凝灰岩は，層厚が厚く，酸性凝灰岩とシルト岩との数mm～数cm間隔の
細互層から成ることから，シルト岩の偽礫を含め鍵層AT-22と判断している。



注３） 各孔の地質柱状図は補足説明資料P.2-56，2-57を参照，全区間の地質柱状図及びコア写真は，机上配布資料参照。

AT-22（酸性凝灰岩）

F-14孔

（孔底）

深度断面 (白黒解釈図，ボーリング柱状図表示)

F-10孔

２-46
2.2.1 sF-１断層 （2）地下深部への連続性の検討（17/19） コメントNo.S1-79

酸性凝灰岩

シルト岩

酸性凝灰岩

シルト岩

シルト岩

（深度断面図から
約７ｍ手前側に位置する）

316.32m

322.29m

320.91m

326.00m

（深度断面図から
約44ｍ奥側に位置する）

2) 鍵層AT-22に基づくsF-１断層の深度方向の分布の評価（4/5）：鍵層AT-22の性状（2/2）

• 大間層には複数の酸性凝灰岩及び軽石凝灰岩
が挟まれる。このうち鍵層AT-22は酸性凝灰岩とシ
ルト岩との数mm～数cm間隔の細互層から成る岩
相を特徴とする。

• ほとんどの酸性凝灰岩の層厚が１ｍ程度または
それ未満であるのに対し（補足説明資料P.2-43～
P.2-45参照），鍵層AT-22は約４ｍ～約７ｍと厚く，
他の酸性凝灰岩とは明瞭に区別できる鍵層である。

注１） 深度断面図上で解釈される地質境界と地質柱状図の
地質境界とのズレは，投影等の影響によるものである。

注２） 海域のdF断層系の断層については，個別の断層名を区別せずに扱うが，識別する
必要がある場合を踏まえ，断層名をdF-m1断層として記載する。

易国間層
上部層

易国間層
下部層

大間層

デイサイト

大畑層

玄武岩

柱状図凡例

大間層鍵層AT-22

深度断面図凡例

sF-１断層

玄武岩上面

大間層上面

鍵層AT-22

sF-２-１断層

dF-m1断層



コメントNo.S1-79

２-47
2.2.1 sF-１断層 （2）地下深部への連続性の検討（18/19）

鍵層AT-22詳細対比図

注３） 詳細対比図は，各孔の鍵層AT-22の位置を深度断面図上の位置に投影し，地層傾斜（手前に約７°傾斜）と投影距離に基づき標高を補正して表示。
注４） IT-66-e孔は傾斜角69.8°の斜めボーリングであるが，表示上鉛直孔として表示。
注５） 断層の長さと変位量の関係を示す文献については，補足説明資料P.2-71参照。

深度断面図凡例

sF-１断層

玄武岩上面

大間層上面

鍵層AT-22

sF-２-１断層

dF-m1断層

深度断面図 (白黒解釈図，ボーリング柱状図表示)

詳細対比の範囲
CDP No.

2) 鍵層AT-22に基づくsF-１断層の深度方向の分布の評価（5/5）：鍵層AT-22の詳細対比

• 鍵層AT-22の変位の有無を詳細に評価するため，深度

断面図での各孔の投影距離（７ｍ～51ｍ）と大間層の傾

斜（約７°南傾斜※）から，各孔の鍵層AT-22の標高を断

面図上の位置に補正し，変位の有無を詳細に検討した。

• その結果，IT-66-e孔及びSB-044孔において，鍵層AT-

22はいずれもT.P.約-290ｍに分布し，sF-１断層の下方延

長部を挟んで分布深度に有意な差は認められない。

• また，南北断面の大間層の傾斜※から，深度断面図で

は鍵層AT-22は手前に約７°傾斜すると考えられ, sF-１

断層が鍵層AT-22以深に分布する場合は，右横ずれ変位

により，AT-22上面は，大間層上面のように，見掛け上，

西側落下の段差となるが，そのような段差は認められな

い。

• 以上のことから，sF-１断層の下方延長部のT.P.約-290

ｍに分布する鍵層AT-22に変位はなく，sF-１断層は少な

くともT.P.約-290ｍまでは到達しないと判断されることから，

sF-１断層は地下深部に連続する断層ではないと判断さ

れる。

IT-66-e SB-044 N-１ F-10 F-14①8.03ｍ
②約-12ｍ

①2.91ｍ
②約+12ｍ

①15.25ｍ
②約-51ｍ ①22.10ｍ

②約-７ｍ
①29.44ｍ
②約+44ｍ

T.P. (m)

sF-１断層
下方延長部

③-285ｍ ③-283ｍ
③-290ｍ

③-298ｍ
③-292ｍ

※： 鍵層AT-22を含む大間層の傾斜（約７°南傾斜）は，本編資料P.2-33参照。

位置図

測線接合点

sF
-
２

断
層

系

原子炉建屋設置位置

ボーリング凡例

孔名
①孔口標高
②深度断面図への投影距離
(+：奥側から，-：手前側から)
③鍵層AT-22上面標高

鍵層AT-22

注１） 深度断面図上で解釈される地質境界と地質柱状図の
地質境界とのズレは，投影等の影響によるものである。

注２） 海域のdF断層系の断層については，個別の断層名を
区別せずに扱うが，識別する必要がある場合を踏まえ，
断層名をdF-m1及びdF-m2断層として記載する。

易国間層
上部層

易国間層
下部層

大間層

デイサイト

大畑層

玄武岩

柱状図凡例

大間層鍵層AT-22



まとめ

1) 反射法地震探査統合解析及びボーリング調査によるsF-１断層の分布

• sF-１断層を直交方向に横切る東西測線の反射法地震探査データを用いて統合解析を行い，その深度断面図とボーリング調査結
果から解釈図を作成し，地下深部への連続性を検討した。

• 深度断面図では，深度100ｍ～140ｍ付近及び300ｍ～400ｍ付近にある明瞭な強い反射面は，ボーリング調査からそれぞれ大間層
上面及び玄武岩上面と判断される。

• sF-１断層は，CDP450付近の大間層上面で約40ｍ（西側落下）の鉛直変位を示す高角傾斜の断層として判読され，IT-66-e孔の深
度150ｍ付近＊でsF-１断層を確認した。約150m以深の下方延長部の反射面に明瞭なずれは認められない。なお，玄武岩上面の反射
面にも明瞭なずれは認められない。

• 大間層上面に認められる鉛直変位は玄武岩上面には認められず深部では鉛直変位はなくなると考えられるが，反射面の鉛直方向
の分解能は10ｍ～20ｍ程度と推定されることから，より詳細に鉛直変位の有無を評価するため，ボーリング調査で連続性を確認して
いる大間層中の鍵層のうち最も深部に位置する鍵層AT-22の分布を確認した。

2) 鍵層AT-22に基づくsF-１断層の深度方向の分布の評価

• IT-66-e孔の深度約290ｍ＊で大間層中の鍵層AT-22（酸性凝灰岩）を確認した。鍵層AT-22は，sF-１断層の下方延長部を挟んで，
西側のIT-66-e孔，東側の４孔（SB-044孔，N-１孔，F-10孔及びF-14孔）で確認され，深度約290ｍ～約300ｍでほぼ水平に分布する。

• 岩相・層厚の特徴及び層序的組み合わせを踏まえ，鍵層AT-22は，他の酸性凝灰岩とは明瞭に区別され，陸域と海域のボーリング
で広く分布・連続することから，変位基準として使用可能である。

• 各孔の鍵層AT-22の標高を断面図上の位置に補正し，変位の有無を詳細に検討した結果，IT-66-e孔及びSB-044孔において，鍵
層AT-22はいずれもT.P.約-290ｍに分布し，sF-１断層の下方延長部を挟んで分布深度に有意な差は認められない。

• また，南北断面の大間層の傾斜から，深度断面図では鍵層AT-22は手前に約７°傾斜すると考えられ, sF-１断層が鍵層AT-22以
深に分布する場合は，右横ずれ変位により，AT-22上面は，大間層上面のように，見掛け上，西側落下の段差となるが，そのような段
差は認められない。

• 以上のことから，sF-１断層の下方延長部のT.P.約-290ｍに分布する鍵層AT-22に変位はなく，sF-１断層は少なくともT.P.約-290ｍ
までは到達しないと判断されることから，sF-1断層は地下深部に連続する断層ではないと判断される。

sF-１断層は地下深部に連続する断層ではないと判断される

＊： IT-66-e孔の深度は，深度断面図上の深度で表現したもの。
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検討方針

2.2.1 sF-１断層 （3）後期更新世以降の活動性の検討（1/10）

sF-１断層について，多重逆解法を用いた応力場による検討を行い，sF-１断層形成に関わる
応力場の時期を推定し，後期更新世以降の活動性を検討する。

• 掘削面及びボーリングコアでのsF-１断層の走向・傾斜，条線方向及び変位センスのデー
タを用いて多重逆解法による応力場の解析を行う。

• 解析で得られる応力場と，文献による下北半島周辺の応力場の変遷との関係から，sF-１
断層形成に関わる応力場の時期を推定する。

（本編資料P.2-50～P.2-58，補足説明資料P.2-73～P.2-88参照）

コメントNo.S1-80
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（矢印は条線の方向，（）内は条線伏角）

多重逆解法を用いた応力場による検討（1/6）：sF断層系の変位センス分布
凡 例

sF断層系の変位センスを把握するため，掘削面において，条線と複合面構造の観察により変位セ
ンスを判定した。

• sF-１断層は右横ずれセンス，sF-２断層系は左横ずれセンスを示す。

• sF-１断層とsF-２断層系の条線伏角は，おおむね水平～30°S※を示す。

• 第四紀の東西性の水平圧縮応力場での逆断層活動を示唆する高角傾斜の条線は認められない。

見掛けの
水平変位量約73ｍ

（本編資料P.2-10参照）

見掛けの
水平変位量約71ｍ

（本編資料P.2-62参照）

※： 断層の走向・傾斜及び条線については，主な測定箇
所近傍の位置で表示した。sF-１断層の条線測定箇所
の位置，走向・傾斜及び条線方向は本編資料P.2-51，
2-52，補足説明資料P.2-73～P.2-87参照。
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多重逆解法を用いた応力場による検討（2/6）：取水庭における掘削面及びボーリングコアの条線測定箇所

２-51
コメントNo.S1-80

sF-１断層が分布する取水庭の掘削
面，ボーリングコア及びsF-１断層南方
延長のボーリングコア*において，41箇
所で測定した条線データを整理した。

*： sF-１断層南方延長のNo.37地点（向町地点）のIT-33孔のボーリングコア
の条線測定箇所は，補足説明資料P.2-74を参照。

条線測定箇所（ボーリングコア）

条線測定箇所（掘削面）

凡 例

（矢印は斜めボーリング）
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掘削面及びボーリングコアにおけるsF-１断層の走向・傾斜及び条線データ

２-52

• sF-１断層が分布する掘削面及びボーリングコアにおいて，41箇所で条線を測定した。

• 条線伏角はおおむね水平であり，第四紀の東西性の水平圧縮応力場（本編資料P.2-53参照）
での逆断層活動を示唆する高角傾斜の条線は認められない。

コメントNo.S1-80

※： 各条線確認箇所の位置及び写真については補足説明資料P.2-73～P.2-87参照。

多重逆解法を用いた応力場による検討（3/6）：sF-１断層の走向・傾斜及び条線データ

断層名
測定箇所

またはボーリング孔名
番号

T.P.(m)
（ ）は深度

断層面の走向傾斜(°) 条線伏角(°) 写真の有無※

sF-１

掘削面

取水庭北側護岸裏法面

1 -1～-2 N13°W，86°E 19°S 〇

2 -1～-2 N5°W，86°E 22°S -

3 -1～-2 N16°W，90° 30°S 〇

取水庭北側護岸裏底盤 4 -1 N5°E，75°W 0°（水平） 〇

取水庭北側法面

5 -2～-4 N5°E，86°W 5°S -

6 -2～-4 N1°E，84°W 6～8°S -

7 -2～-4 N3°E，82°W 8°S -

8 -2～-4 N5°E，85°E 5～10°S 〇

取水庭底盤

9 -4～-5 N3°E，75°E 7°S 〇

10 -4～-5 N11°E，73°E 7°S 〇

11 -4～-5 N6°E，68°E 4°S 〇

12 -4～-5 N5°E，68°E 5～10°S -

13 -4～-5 N5°E，68°E 5°S 〇

14 -4～-5 N5°E，68°E 8°S 〇

15 -4～-5 N8°E，74°E 8°S 〇

16 -4～-5 N8°E，74°E 8°S 〇

17 -4～-5 N7°E，74°E 12°S -

18 -4～-5 N7°E，78°E 5°S -

19 -4～-5 N9°E，82°E 10°S -

20 -4～-5 N7°E，74°E 10°S 〇

21 -4～-5 N13°E，74°E 8°S 〇

22 -4～-5 N7°E，78°E 5°S 〇

23 -4～-5 N11°E，85°E 10°S 〇

24 -4～-5 N11°E，78°E 0～10°S -

25 -4～-5 N9°E，75°E 5°S -

26 -4～-5 N9°E，75°E 5～15°S 〇

27 -4～-5 N5°E，72°E 8°S 〇

28 -4～-5 N5°E，78°E 10°S -

29 -4～-5 N4°E，75°E 8°S 〇

30 -4～-5 N6°E，80°E 20°S -

取水庭北側法面

31 -2～-4 N11°E，87°E 18°S 〇

32 -2～-4 N6°E，83°W 16°S 〇

33 -2～-4 N4°W，85°W 5°S 〇

取水庭底盤 34 -5 N-S，82°E 7°S 〇

ボーリングコア

IT-9 35 -25.67 (22.94) N3°E，72°W 19°S 〇

IT-18 36 -32.75 (35.65) N2°W，58°W 21°S 〇

IT-33 37 -81.65 (98.37) N7°E，81°W 20°N 〇

IT-P-3-f 38 -6.56～-6.68 (1.53～1.65) N7°W，86°E 17°S 〇

IT-P-3-f 39 -6.78～-6.83 (1.75～1.80) N7°W，86°E 12°S 〇

IT-P-3-i 40 -5.56～-5.61 (0.52～0.57) N11°W，87°E 10°S 〇

IT-P-3-i 41 -5.71～-5.82 (0.67～0.78) N11°W，87°E 7°S 〇

2.2.1 sF-１断層 （3）後期更新世以降の活動性の検討（4/10）



応力軸の凡例

水平方向 鉛直方向

σ1

σ2
σ3

中期

中新世

地

質

時

代

鮮新世

第四紀

後期

中新世

WNW

EW~ENE

EW

ENEENE

又は

2.6Ma

5.3Ma

4～7Ma頃

に変化

出 典 大槻 (1989) ７） 山元 (1991) ８） Sato (1994)９）

1.7Ma

7Ma

8Ma

13Ma

3.5Ma

NE

小菅 (1999) １０）

WNW

11.6Ma

利用データ 鉱脈データ 岩脈データ 岩脈・鉱脈・断層 データ 浅発地震のメカニズム解

σ3は実質的に伸長

NE~ENE

EW~ENE

15Ma15Ma

16Ma

（大槻（1989）７）の

鉱脈データの引用）

15Ma

（岩脈データ及び大槻（1989）７）

の鉱脈データの引用）

NE~EW

NE~EW

圧縮応力場

弱い圧縮応力場

EW

• 中期中新世から鮮新世にかけて，最大
主応力軸の方向はNE-SW から ENE-
WSWへ変化した。

• 少なくとも第四紀中期以降は，ほぼ東西
の圧縮応力場にある。

多重逆解法を用いた応力場による検討（4/6）：文献による下北半島周辺の応力場の変遷

注） 現応力場については本編資料P.2-57，2-58参照。
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• sF-１断層の走向・傾斜及び断層面の条線データ（計41個）を用い
て，多重逆解法（Yamaji et al.(2011)１１））により断層形成時の応力
場について検討した。

• 最大主応力軸はNE-SW方向でほぼ水平で，中～後期中新世の
広域応力場（最大主応力軸NE-SW方向）及び鮮新世の広域応力
場（最大主応力軸ENE-WSW方向）におおむね調和的である（本編
資料P.2-53参照）。

• 第四紀の東西圧縮応力場には整合しない（本編資料P.2-55参
照）ことから，第四紀における活動はないものと考えられる。

• したがって，sF-１断層は鮮新世の活動以降の活動はないと考え
られる。

多重逆解法を用いた応力場による検討（5/6）：多重逆解法によるsF-１断層形成時の応力場の推定

多重逆解法によるσ1及びσ3の主応力軸方向
断層の走向・傾斜と条線の方向

sF-１断層の平均的な走向

sF-２断層系の

平均的な走向

σ1のステレオグラム

（下半球等積投影図）

σ3のステレオグラム

（下半球等積投影図）

多重逆解法ステレオグラム凡例

伸張応力 （σ3≦σ2＝σ1）

応力 （σ3＝σ2≦σ1）

使用したプログラム

Yamaji et al.(2011)１１):

Multiple Inverse Method Software Package (ver.6)

注） ウルフネット下半球投影，〇 は条
線の方向， 矢印は断層の変位方
向（右横ずれ）を示す。

２-54
コメントNo.S1-80

0.
0
0.
1
0.
2
0.
3
0.
4
0.
5
0.
6
0.
7
0.
8
0.
9
1.
0

応力比Φ

主
応

力
軸

の
伏

角

最適解 ：σ1軸, 方位角 227°, 伏角 21°
：σ3軸, 方位角 321°, 伏角 12°

応力比（Φ）：0.43

90

60

30

0

σ1 σ3

2.2.1 sF-１断層 （3）後期更新世以降の活動性の検討（6/10）



多重逆解法を用いた応力場による検討（6/6）：sF-１断層解析結果

２-55

第856回審査会合
資料１－２ P.2-10 一部修正

• 解析で求められた最適応力
場（本編資料P.2-54参照）との
ミスフィット角①は，ほとんどが
20°未満※３で小さく，sF-１断
層は均一な応力場（おおむね
最大主応力軸NE-SW）におい
て形成されたものと考えられる。

• なお，第四紀応力場※２とのミ
スフィット角②は，いずれも
20°を超えて※３大きいことか
ら，第四紀の東西圧縮応力場
には整合しない。

注） 各番号に対応するsF-１断層の走向・傾斜に
ついては本編資料P.2-52参照。

※１： 確認した条線伏角（本編資料P.2-52参照）に幅
がある場合は，中央値を採用した。

※２： σ１：東西，σ３：鉛直（本編資料P.2-53参照）。
※３： Yamaji et al.(2011)１１）を参考に，ミスフィット角

20°を閾値とした。
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断層名
測定箇所

(ボーリング孔名)
番号

断層面の
方位角(°)

断層面の
傾斜角(°)

条線方位角
（°）

条線伏角※1

（°）
変位センス

ミスフィット角①
（最適応力場）

ミスフィット角②
（第四紀応力場※2）

sF-1

掘削面

取水庭北側護岸裏法面

1 77 86 166 19 右横ずれ 3.4 167.2 

2 85 86 173 22 右横ずれ 10.5 144.1 

3 74 90 164 30 右横ずれ 8.8 150.0 

取水庭北側護岸裏底盤 4 275 75 5 0 右横ずれ 7.2 80.4 

取水庭北側法面

5 275 86 185 5 右横ずれ 3.2 53.0 

6 271 84 182 7 右横ずれ 3.7 78.2 

7 273 82 184 8 右横ずれ 1.4 71.3 

8 95 85 184 8 右横ずれ 0.3 71.5 

取水庭底盤

9 93 75 181 7 右横ずれ 0.2 91.5 

10 101 73 189 7 右横ずれ 1.2 79.2 

11 96 68 184 4 右横ずれ 2.6 86.5 

12 95 68 182 8 右横ずれ 1.8 91.9 

13 95 68 183 5 右横ずれ 1.4 88.7 

14 95 68 182 8 右横ずれ 1.8 91.9 

15 98 74 186 8 右横ずれ 0.5 84.1 

16 98 74 186 8 右横ずれ 0.5 84.1 

17 97 74 184 12 右横ずれ 4.6 89.9 

18 97 78 186 5 右横ずれ 2.7 78.8 

19 99 82 188 10 右横ずれ 2.5 70.7 

20 97 74 184 10 右横ずれ 2.7 88.0 

21 103 74 191 8 右横ずれ 0.6 76.0 

22 97 78 186 5 右横ずれ 2.7 78.8 

23 101 85 190 10 右横ずれ 3.3 52.5 

24 101 78 190 5 右横ずれ 2.8 70.5 

25 99 75 188 5 右横ずれ 2.9 78.3 

26 99 75 186 10 右横ずれ 2.4 83.6 

27 95 72 182 8 右横ずれ 1.3 90.5 

28 95 78 183 10 右横ずれ 2.4 88.4 

29 94 75 182 8 右横ずれ 0.8 90.6 

30 96 80 182 20 右横ずれ 12.5 93.6 

取水庭北側法面

31 101 87 190 18 右横ずれ 11.7 46.8 

32 276 83 188 16 右横ずれ 8.8 50.7 

33 266 85 176 5 右横ずれ 9.2 106.8 

取水庭底盤 34 90 82 179 7 右横ずれ 1.8 97.1 

ボーリングコア

IT-9 35 273 72 189 19 右横ずれ 10.8 65.3 

IT-18 36 268 58 192 21 右横ずれ 9.8 66.8 

IT-33 37 277 81 4 20 右横ずれ 26.5 88.9 

IT-P-3-f 38 83 86 172 17 右横ずれ 4.6 148.2 

IT-P-3-f 39 83 86 172 12 右横ずれ 0.4 143.2 

IT-P-3-i 40 79 87 168 10 右横ずれ 5.1 161.3 

IT-P-3-i 41 79 87 169 7 右横ずれ 8.1 158.2 
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まとめ

• 掘削面及びボーリングにおいて，条線と複合面構造の観察により変位センスを判定した。sF-１断層は右横
ずれセンス，sF-２断層系は左横ずれセンスを示し，条線伏角はおおむね水平～30°Sである。第四紀の東
西性の水平圧縮応力場での逆断層活動を示唆する高角傾斜の条線は認められない。

• 多重逆解法を用いた応力場による検討の結果，sF-１断層の最大主応力軸はNE-SW方向でほぼ水平であ
り，文献による中～後期中新世及び鮮新世の下北半島周辺の応力場（最大主応力軸はNE-SW～ENE-WSW
方向）におおむね調和的であること，第四紀の東西圧縮応力場には整合しないことから，sF-１断層は，鮮新
世の活動以降の活動はないと考えられる。

２-56
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sF-１断層は少なくとも後期更新世以降の活動はないと考えられる

2.2.1 sF-１断層 （3）後期更新世以降の活動性の検討（8/10） コメントNo.S1-80



（参考）現応力場の検討（震源メカニズム解）

大間原子力発電所

東北日本弧で発生した浅発地震のメカニズム解のP軸の空間分布（小菅(1999)１０））

＊： 小菅ほか(2012）１２）によれば，下北半島周辺では，東北地方太平
洋沖地震発生後も逆断層型の地震を説明できるような応力場が示
されている。

２-57

浅発地震の震源メカニズム解（小菅(1999）１０））によれば，下
北半島付近の現応力場の主圧力軸はWNW-ESE方向＊である。

第856回審査会合
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2.2.1 sF-１断層 （3）後期更新世以降の活動性の検討（9/10）



（参考）現応力場の検討（敷地におけるボーリング孔の変形現象による推定）
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２-58

• SD-１孔にてボアホールテレビュアー検層により深度1693.4ｍ～2103.6ｍの孔径分布を測定した。

• 複数の深度において方位90°毎に極大，極小孔径が出現するボーリング孔の変形現象を確認した。

• 孔径の変形から推定される現応力場の水平最大圧縮軸は，そのヒストグラムの分布から東西方向であると判断される。
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2.2.1 sF-１断層 （3）後期更新世以降の活動性の検討（10/10）



(1) 分布・性状

• sF-１断層は，N-S～NNW-SSE走向で高角傾斜（右横ずれセンス）であり，敷地極近傍の範囲に限定的に分布し，敷地周
辺の活断層には連続しないと判断される。

(2) 地下深部への連続性の検討

• 反射法地震探査統合解析及びボーリング調査の結果，sF-１断層は深度約150ｍ付近において見掛けの鉛直変位量約
40ｍで確認されたものの，その下方延長部ではT.P.約-290ｍに分布する鍵層AT-22に変位はなく，sF-１断層は少なくとも
T.P.約-290ｍまでは到達しないと判断されることから，sF-１断層は地下深部に連続する断層ではないと判断される。

(3) 後期更新世以降の活動性の検討

• sF-１断層は，N-S走向でほぼ水平方向の条線及び右横ずれセンスを示し，第四紀の東西性の水平圧縮応力場での逆
断層活動を示唆する高角傾斜の条線は認められない。

• 多重逆解法を用いた応力場による検討の結果，sF-１断層の最大主応力軸はNE-SW方向でほぼ水平であり，文献によ
る中～後期中新世及び鮮新世の下北半島周辺の応力場（最大主応力軸はNE-SW～ENE-WSW方向）におおむね調和的
であること，第四紀の東西圧縮応力場には整合しないことから，sF-１断層は，鮮新世の活動以降の活動はないと考えら
れる。

2.2.1 sF-１断層 評価まとめ

sF-１断層は少なくとも後期更新世以降の活動はないと考えられる

sF-１断層は地下深部に連続する断層ではないと判断される

sF-１断層は，地下深部に連続する断層ではないと判断され，後期更新世以降の活動はないと考えら
れることから，総合的評価により，sF-１断層は震源として考慮する活断層に該当しない

コメントNo.S1-78

２-59
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sF-２断層系の調査・評価の考え方

(1) 分布・性状

(2) 活動性評価
（第四条に関する検討）

sF-２-１～２-３断層は，いずれも同様の走向で左横ずれセンスを示し，収
れんすることから，同じ断層系の断層と判断される

sF-２断層系は震源として考慮する活断層には該当しない

上載地層法による調査

大畑層の基底面に変位・変形は
なく後期更新世以降の活動なし

sF-２-１断層と大畑層との関係

sF-２断層系（sF-２-１～２-３）は，いずれも左横ずれセンスを示すことから，見掛けの水平変位
量が最大のsF-２-１断層を代表断層として，上載地層法により活動性を評価する

sF-２断層系
sF-２-１
sF-２-２
sF-２-３

分布 性 状

・明瞭な断層面

掘削面調査，ボーリング等

・N-S～NNE-SSW走向
・主に高角傾斜
・３条の断層は収れんする

変位センス

・左横ずれセンス

sF-２断層系（sF-２-１～２-３）は，いずれ
も左横ずれセンスを示すことから，見掛けの
水平変位量が最大のsF-２-１断層を代表断
層として，上載地層法により活動性を評価
する。

2.2 sF断層系 2.2.2 sF-２断層系
２-61
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0                                   100m

見掛けの
水平変位量約71ｍ

2.2.2 sF-２断層系 （1）分布・性状（1/10）
２-62

• sF-２断層系はsF-２-１～２-３の３条から成り，N-S～NNE-SSW走向を示し収れんする分布を示す。

• sF-２断層系は左横ずれセンス（本編資料P.2-65～P.2-70参照）で，見掛けの最大水平変位量はsF-２-１断層が最大で約71ｍである。

• sF-２-１断層は大畑層に不整合で覆われる（本編資料P.2-73，2-74参照）ため，大畑層分布域では断層（大畑層による伏在部）として，破線で表示している。

• sF-２断層系は明瞭な断層面が認められ，断層面沿いに粘土を伴う破砕部が見られることが多い（本編資料P.2-65～P.2-70参照）。

sF断層系一覧

＊３

*１：設置変更許可申請書提出以降平成30年５月までに追加取得した調査データを取り入れた数値。
*２：「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則」の第三条の「耐

震重要施設」及び第三十八条の「重大事故等対処施設」をいう。
*３：ｓF-２-２断層の見掛けの水平変位量については，sF-２-２断層は連続性が小さくsF-２-１断層に収れ

んするため，sF-２-1断層の変位量で代表するものとする。
*４：細粒固結部の分布・性状については，本編資料P.2-15～P.2-17，補足説明資料P.2-21～P.2-23参照。

第856回審査会合
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注） 本図の地質分布表示範囲で掘削面地質観察を実施。

２’

２

1’

1

掘削面調査，ボーリング等（1/9）：掘削面（T.P.約０ｍ付近）における分布・性状

上
部
層

下
部
層

易
国
間
層

＊４

１ １’
断面図位置
（断面図は本編資料P.2-63，2-64参照）

位置図

敷地範囲

sF-２断層系

この地図は，国土地理院の地理院地図
（電子国土Web）を使用したものである。 0 300m



• sF-２-２断層はsF-２-１断層に収れんする。sF-２-３断層はsF-１断層に切られている。

• 本断面では，いずれも見掛け上，東側落下を示す※。

1’

1

位置図

S-606

R-302

IT-1

IT-18
IT-2

IT-20 IT-25

IT-26
IT-4

S-601

シルト岩（大間層）

安山岩溶岩

淡灰色火山礫凝灰岩

火山砕屑岩

凝灰角礫岩

sF-１断層
sF-２-２断層

W E

大畑層

sF-２-１断層

sF-２-３断層

見掛けの
鉛直変位量

約６ｍ

見掛けの
鉛直変位
量約３ｍ

掘削面調査，ボーリング等（2/9）：地質断面でのsF-２断層系の分布（１-１’断面図）

※： 大間層及び易国間層が南（断面手前側）
に傾斜しているため，右横ずれのsF-１断
層は見掛け西側落下，左横ずれのsF-２
断層系は見掛け東側落下を示す。

sF-２-２断層
（IT-26，深度67.85 ｍ）
①N1°W，66°W
②約３ｍ
③約４ｃｍ

sF-２-１断層
（IT-26，深度75.00ｍ）
①N９°E，81°E
②約６ｍ
③約１ｃｍ

sF 断 層 系
ボーリングでの

断層確認箇所

断層名
（孔名，深度(ｍ）)
①走向，傾斜
②見掛けの鉛直変位量
③破砕幅

上
部
層

下
部
層

易
国
間
層

2.2.2 sF-２断層系 （1）分布・性状（2/10）
２-63
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位置図

２’

２

RR-212

S-607

IT-11

IT-9 IT-10
IT-19

S-612

シルト岩（大間層）

安山岩溶岩

淡灰色火山礫凝灰岩

火山砕屑岩

凝灰角礫岩
sF-１断層

W E

見掛けの
鉛直変位量

約３ｍ

sF-２-３断層
sF-２-１断層

sF-２-１断層
（IT-19，深度8.20ｍ）
①N36°E，63°E
②約1.5ｍ
③不明

掘削面調査，ボーリング等（3/9）：地質断面でのsF-２断層系の分布（２-２’断面図）

ボーリングでの

断層確認箇所

断層名
（孔名，深度(ｍ）)
①走向，傾斜
②見掛けの鉛直変位量
③破砕幅

2.2.2 sF-２断層系 （1）分布・性状（3/10）
２-64

• sF-２-１断層及びsF-２-３断層はsF-１断層に切られている。

• 本断面では，いずれも見掛け上，東側落下を示す※。

sF 断 層 系

上
部
層

下
部
層

易
国
間
層

※： 大間層及び易国間層が南（断面手前側）に傾斜して
いるため，右横ずれのsF-１断層は見掛け西側落下，
左横ずれのsF-２-１断層は見掛け東側落下を示す。
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断層面(Y)

P

R1

淡灰色火山礫凝灰岩

細粒凝灰岩

凝灰角礫岩

R1面の条線
ほぼ水平

位置図

掘削面底盤E

掘削面調査，ボーリング等（4/9）：
sF-２-1断層の性状・変位センス：掘削面底盤Ｅ（解釈線有り）

淡灰色火山礫凝灰岩凝灰角礫岩

断層面(Y)P

R1

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

細粒凝灰岩

R1
金川(2011)１）

sF-２-１断層

1m0

20cm0

20cm0

50cm0 sF-２-１断層

2.2.2 sF-２断層系 （1）分布・性状（4/10）

• 細粒凝灰岩の変形に伴う複合面構造は左横ずれ
センスを示す。

• R1面にはほぼ水平方向の条線が認められる。

注） 凡例は本編資料P.2-10参照。

複合面構造から判
定される変位センス

第893回審査会合
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２-65

Y  : 断層の主せん断面
P : 主せん断面に引きずられた細粒凝灰岩

の伸長方向及び破砕岩片の伸長方向
R1 : Yに対してPとは反対方向に斜交し，Pを

切断する面。矢印は変位方向。

凝灰角礫岩

淡灰色
火山礫凝灰岩



淡灰色火山礫凝灰岩凝灰角礫岩

断層面(Y)

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

細粒凝灰岩

断層面(Y)

淡灰色火山礫凝灰岩

細粒凝灰岩

凝灰角礫岩

1m0

20cm0

20cm0

2.2.2 sF-２断層系 （1）分布・性状（5/10）

掘削面調査，ボーリング等（5/9）：
sF-２-1断層の性状・変位センス：掘削面底盤Ｅ（解釈線なし）
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２-66

位置図

掘削面底盤E

注） 凡例は本編資料P.2-10参照。

sF-２-１断層

50cm0 sF-２-１断層

凝灰角礫岩

淡灰色
火山礫凝灰岩



1

1’

位置図

IT-26 

CT画像(鉛直断面)
深度75.00ｍ～75.30ｍ

断層面(Y)
ボーリングコア

断層面

安山岩溶岩（角礫状）

安山岩溶岩（角礫状）

１-１’断面図

IT-26  深度75.0ｍ
1 1’

安山岩溶岩

sF-２-１断層
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Ｗ Ｅ

金川(2011)１）

注） 凡例は本編資料P.2-10参照。

• sF-２-１断層には厚さ約１ｃｍの粘土質物質が認められる。

• CT画像（水平断面）の複合面構造（Y，P）は左横ずれセンスを示し，CT画像（鉛直断面）では断層面は湾曲し鉛直方向の
変位は考えにくく，複合面構造は不明瞭であることから，sF-２-１断層は左横ずれセンスであると判定される。

掘削面調査，ボーリング等（6/9）：
sF-２-１断層の性状と変位センス：IT-26孔

2.2.2 sF-２断層系 （1）分布・性状（6/10）
２-67

複合面構造
から判定され
る変位センス

Y : 断層の主せん断面

P  : 粘土質物質内部の
微小岩片の伸長方向

CT画像(水平断面) 深度75.05ｍ （左：解釈線有り，右：解釈線なし）

P

断層面(Y) 断層面(Y)



1

1’

位置図

IT-26 

CT画像(鉛直断面)
深度67.66ｍ～68.00ｍ

ボーリングコア

断層面

安山岩溶岩（角礫状）

安山岩溶岩（塊状）

１-１’断面図

IT-26  深度67.9ｍ
1 1’

安山岩溶岩

sF-２-２断層

金川(2011)１）

Ｗ Ｅ

断層面(Y)

CT画像(水平断面) 深度67.79ｍ（左：解釈線有り，右：解釈線なし）
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P

P

R1

断層面(Y) 断層面(Y)

掘削面調査，ボーリング等（7/9）：
sF-２-２断層の性状と変位センス：ＩＴ-26孔

2.2.2 sF-２断層系 （1）分布・性状（7/10）

注） 凡例は本編資料P.2-10参照。

• sF-２-２断層には明瞭な断層面が認められるが，粘土質物質は認められない。

• CT画像（水平断面）の複合面構造（Y，P，R１）は明瞭な左横ずれセンスを示し，CT画像（鉛直断面）では断層
面は湾曲し鉛直方向の変位は考えにくく，複合面構造は不明瞭であることから，sF-２-２断層は左横ずれセンス
であると判定される。

２-68

複合面構造
から判定され
る変位センス

Y : 断層の主せん断面
P : 細粒部内部に認め

られる変形岩片の
伸長・配列方向

R1 : Yに対してPとは反
対方向に斜交し，P
を切断する面。矢印
は変位方向。



CT画像（水平断面）

断層面
(Y)

0 10m

平 面 図 詳細位置図

掘削面底盤 Ｆ

試料採取位置図

0 50ｍ

凝灰角礫岩

淡灰色火山
礫凝灰岩

細粒凝灰岩

掘削面写真 試料（ST-BL7）採取状況

ST-BL7

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

細粒凝灰岩

0 20cm

ST-BL7

sF-２-３

断層面

淡灰色火山礫凝灰岩

0 10cm

sF-２ -３
断層
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最新面
(Y)

クロスニコル
0.2mm0薄片（水平断面）

研磨片（水平断面）

断層面(Y)

淡灰色火山礫凝灰岩

細粒凝灰岩

2cm0

1cm0
研磨片

（鉛直断面）

断層面(Y)

淡灰色火山
礫凝灰岩

細粒凝灰岩

NW SE

薄片
（鉛直断面）

上

R1P

P

0.1mm0

クロスニコル

最新面(Y)NW SE

淡灰色火山
礫凝灰岩

細粒凝灰岩

上

金川(2011)１）

2.2.2 sF-２断層系 （1）分布・性状（8/10）

掘削面調査，ボーリング等（8/9）： sF-２-３断層の性状と変位センス：掘削面底盤Ｆ（解釈線有り）

注）凡例は本編資料P.2-10参照。

掘削面で採取した試料を用いて，複合面構造の観察によりsF-２-３断
層の変位センスを判定する。
• 研磨片・薄片（水平断面）の複合面構造（Y，P，R１）は明瞭な左横ず

れセンスを示す。
• 研磨片・薄片（鉛直断面）では，断層面・最新面が湾曲し鉛直方向

の変位は考えにくく，明瞭な複合面構造は認められない。
以上のことから，sF-２-３断層は左横ずれセンスであると判定される。

【ST-BL7】

２-69

複合面構造から判定される変位センス

Y  : 断層の主せん断面
P : 〔研磨片〕Y近傍の岩片の伸長・配列方向

〔薄片〕Yに斜交する粘土鉱物の配向方向
R1 : 〔研磨片〕Yに対してPとは反対方向に斜交し，

Pを切断する面。矢印は変位方向。



断層面(Y)

淡灰色火山
礫凝灰岩

細粒凝灰岩

NW SE

CT画像（水平断面）

【ST-BL7】

0 10m

平 面 図 詳細位置図

掘削面底盤 Ｆ

試料採取位置図

0 50ｍ

凝灰角礫岩

淡灰色火山
礫凝灰岩

細粒凝灰岩

掘削面写真 試料（ST-BL7）採取状況

ST-BL7

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

細粒凝灰岩

0 20cm

ST-BL7

sF-２-３

断層面

淡灰色火山礫凝灰岩

0 10cm

sF-２ -３
断層

クロスニコル
0.2mm0薄片（水平断面）

研磨片（水平断面）

断層面(Y)

淡灰色火山礫凝灰岩

細粒凝灰岩

2cm0

1cm0

上

0.1mm0

クロスニコル

最新面(Y)NW SE

淡灰色火山
礫凝灰岩

細粒凝灰岩

上
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断層面
(Y)

2.2.2 sF-２断層系 （1）分布・性状（9/10）

掘削面調査，ボーリング等（9/9）： sF-２-３断層の性状と変位センス：掘削面底盤Ｆ（解釈線なし）

注）凡例は本編資料P.2-10参照。

最新面
(Y)

研磨片
（鉛直断面） 薄片

（鉛直断面）

２-70



• sF-２断層系は，N-S～NNE-SSW走向で中～高角傾斜を成し，収れんする分布を示す。

• 変位センスは，いずれも左横ずれセンスを示し，見掛けの最大水平変位量はsF-２-１断層が最大で約71ｍである。

• sF-２-１断層は大畑層に不整合で覆われる。

• 明瞭な断層面が認められ，断層面沿いに粘土を伴う破砕部が見られることが多い。

まとめ

sF-２-１～２-３断層は，いずれも同様の走向で左横ずれセンスを示し，収れんすることから，同
じ断層系の断層と判断される

2.2.2 sF-２断層系 （1）分布・性状（10/10）
２-71
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2.2.2章(1) 分布・性状のまとめ（本編資料P.2-71参照）

sF-２-１～２-３断層は，いずれも同様の走向で左横ずれセンスを示し，収れんすることから，
同じ断層系の断層と判断される。

２-72

上載地層法による調査（1/4）：活動性評価の考え方

2.2.2 sF-２断層系 （2）活動性評価（1/4）

• sF-２断層系（sF-２-１～２-３）は，いずれも左横ずれセンスを示すことから，ｓF-２断層系の活動性評価にあ
たっては，水平変位量に基づいて断層規模を比較し，代表断層を選定する。

• sF-２-１～２-３断層のうち，見掛けの水平変位量が最大（71ｍ：本編資料P.2-62参照）のsF-２-１断層を代表
断層として，上載地層法によりsF-２断層系の活動性を評価する。
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位置図

淡灰色火山礫凝灰岩

大畑層の凝灰質礫岩

細粒凝灰岩

凝灰角礫岩

拡大図

掘削面底盤E

sF-２-１断層

凝灰
角礫岩

大畑層の
凝灰質礫岩

掘削面底盤Eのスケッチ

細粒
凝灰岩

2m0

淡灰色
火山礫凝灰岩

せん断組織や変形は
認められない

拡大範囲
（本編資料

P.2-74
参照）

褐色～黒色の縞状の着色部は，堆
積時の層理面などの構造ではなく，
風化に伴って鉄及びマンガンの酸化
物や水酸化物が沈殿したもの。

1m0

上載地層法による調査（2/4）：
sF-２-１断層と大畑層との関係(1/2)

2.2.2 sF-２断層系 （2）活動性評価（2/4）
２-73

sF-２-１断層

• 掘削面底盤Eにおいて，易国間層を切るsF-２-１断層とそれを不整合に
覆う鮮新統の大畑層との関係を観察した。

• 断層延長の大畑層中にせん断面や変形構造は認められない。

注）凡例は本編資料P.2-10参照。
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sF-２-１断層は大畑層の基底面に変位を与えておらず，断層延長の大畑層中にせん断面
や変形構造は認められないことから，大畑層堆積以降の活動はないものと判断される。

上載地層法による調査（3/4）： sF-２-１断層と大畑層との関係(2/2)

断層面

淡灰色火山礫凝灰岩

大畑層の凝灰質礫岩 細粒凝灰岩
凝灰角礫岩

sF-２-１断層は大畑層の基底
面に変位を与えていない。

易国間層と大畑層の境
界は細かな凹凸のある
侵食面となっており，比
較的軟質な細粒凝灰岩
が差別的に侵食された
凹部に，大畑層が堆積
したものと考えられる。

sF-２-１断層は淡灰色火山
礫凝灰岩中を通過する。

断層面

変形岩片

2.2.2 sF-２断層系 （2）活動性評価（3/4）
２-74

複合面構造から判定
される変位センス*

*：変位センスについては，本編資料P.2-65，2-66参照。
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• sF-２-１～２-３断層のうち，見掛けの水平変位量が最大（71ｍ：本編資料P.2-62参照）のsF-２
-１断層を代表断層として，上載地層法によりsF-２断層系の活動性を評価する。

• 掘削面底盤Eでの上載地層法による調査の結果，sF-２-１断層は鮮新統の大畑層に不整合
で覆われ，その基底面に変位・変形がないことから，後期更新世以降の活動はないものと判断
される。

sF-２断層系（sF-２-１～２-３断層）は，震源として考慮する活断層に該当しない

上載地層法による調査（4/4）：まとめ

2.2.2 sF-２断層系 （2）活動性評価（4/4）
２-75
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2.3 敷地極近傍の断層評価まとめ

評価結果まとめ

敷地に分布する断層のうちsF断層系については，敷地の外へ続くことを確認したことから，敷地極近傍の断層とす
る。sF断層系は重要な安全機能を有する施設の近傍に分布することから，敷地の断層に準じた調査・評価を行った。

sF断層系は重要な安全機能を有する施設の基礎地盤に分布しないことから，震源として考慮する活断層に該当す
るか否かを評価した（第四条対象）。

• sF-１断層については，後期更新世以降の活動性を評価できる上載地層が分布しないことから，地下深部への連
続性の検討（反射法地震探査統合解析，ボーリング調査）及び後期更新世以降の活動性の検討（多重逆解法を用
いた応力場による検討）により，総合的に評価した。sF-１断層の下方延長部の鍵層AT-22に変位はなく，sF-１断
層は少なくともT.P.約-290ｍまでは到達しないと判断されることから地下深部に連続する断層ではないと判断され，
後期更新世以降の活動はないと考えられることから，総合的評価により，震源として考慮する活断層には該当しな
いと判断される。

• sF-２断層系（sF-２-１～２-３）については，いずれも左横ずれセンスを示すことから，見掛けの水平変位量が最大
のsF-２-１断層を代表として，上載地層法により活動性を評価した。代表断層であるsF-２-１断層は，上載地層であ
る鮮新統の大畑層に不整合で覆われ，その基底面に変位・変形がないことから，sF-２-１断層は後期更新世以降
の活動はなく，sF-２断層系は震源として考慮する活断層には該当しないと判断される。

• 以上のことから，敷地極近傍の断層であるsF断層系を評価した結果，震源として考慮する活断層には該当しない
と判断される。
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